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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 490 ha

平成 28 年度　～ 令和 元 年度 平成 28 年度　～ 令和 年度

目標
大野町の観光拠点やアクセス条件を生かした交流の活性化による、活気と魅力にあふれたまちづくり

目標１：地域の交流拠点となる道の駅の整備を行い、観光客及び地域住民の交流の場の創出による活力あるまちづくり

目標２：防災設備の整備を行い、町南部地域の防災機能を強化した安全安心なまちづくり

目標３：観光拠点整備に伴う周辺の一体整備による、連続性のある効率的なまちづくり

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況
・町南部では、(仮称)大野・神戸インターチェンジが竣工・開通予定であり、地域間交流の促進や工場等の新たな立地の可能性が高まっている。
・平成２５年度中に都市計画道路大垣神戸大野線が県道に昇格し、インターチェンジ周辺から中心市街地までの道路整備が開始される予定である。
・町内の観光施設及び文化施設を案内（ＰＲ）する施設が少なく、観光施設を繋ぐ周遊ルートが確立されていない。
・町内には観光施設としてのポテンシャルを持つ施設が多く点在するが、PR不足等により集客力を発揮できていない。
・(仮称)大野・神戸インターチェンジ周辺には、地域交流の拠点となる施設がない。
・歩道の整備率が低く、住民や観光客が安心して歩ける道路が少ない。
・町南部では、災害時の防災拠点となりうる施設が不足している。
・町内には春から秋にかけてバラを楽しめるバラ公園が整備されている。

課題
・インターチェンジの整備による町全体の交流人口の増加に伴い、休憩施設を含む道の駅の整備が必要である。
・(仮称)大野・神戸インターチェンジ周辺には地域住民と観光客が交流できる施設の整備が必要である。
・災害時における町南部の防災拠点となりうる施設整備が必要である。
・町内に点在する観光施設を繋ぐ、周遊ルートの整備が必要である。
・町内の観光施設及び文化施設のＰＲ強化が必要である。

将来ビジョン（中長期）
・町内の歩道のネットワーク整備を進める。
・(仮称)大野・神戸インターチェンジの整備にあわせ、活発な地域間交流が行えるまちづくりを目指す。
・地域の文化、特性を生かした観光の促進を行う。
・住民がまちづくりの主役となるよう、計画実施過程において住民の行政参加を進める。
・災害に強いまちづくりを目指し、防災設備整備率の向上を目指す。

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/年 H27 R1

％ H24 R1

人 H27 R1
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計画期間 交付期間 元

定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

道の駅の年間利用者数 道の駅の年間利用者数
目標１：観光客及び地域住民の交流の場の創出により、賑わいのあるまちを目指す。

0 500,000

指　　標

防災拠点の住民満足度 防災拠点に対するアンケートを実施し、満足度を調査 目標２：防災拠点の整備を行い、防災に強い安全安心なまちづくりを目指す。 9 20

バラまつり来訪者数 バラまつり期間中（５月）におけるバラ公園来訪者数
目標３：観光施設のＰＲ強化及び施設へのアクセスルート整備を行い、観光者数の増加を目指す。

44,000 80,000



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

・観光交流センター（道の駅）を整備し、観光客及び地域住民の交流拠点とする。 ・高次都市施設（観光交流センター（道の駅））

・道の駅に再生可能エネルギー発電施設を整備し、エコタウンの先駆けとする。 ・高次都市施設（子育て世代活動支援センター（道の駅））

・道の駅に観光案内板や観光案内所を設置し、地域住民と観光客の情報収集や交流促進につなげる。 ・公園（道の駅公園）

・道の駅にイベント広場（公園）を整備し、交流を深めるスペースを提供する。

・駐車場を整備し、車で訪れる観光客が気軽に町内で休憩できるようにする。

・道の駅にレンタサイクルポートを整備して電動自転車を貸し出し、町内に点在する観光施設を広く散策することができるようにする。

・スタンプラリーを開催し、スタンプを設置している店舗と観光客の交流の場を提供する。 ［提案事業］

・ガイドマップを作成し、道の駅とあわせて町内の観光スポットをPRするとともに、スムーズで安全な観光ルートを提供する。 ・事業活用調査（事業効果分析調査事業）

・散策ツアーを開催して、地域住民と観光客との交流を活性化させる。

・観光案内板を設置し、町内の文化財の背景等を周知する。

・子育て世代活動支援センターを整備し、地域住民の子育て世代の交流拠点とする。

[関連事業]

・観光案内看板整備

・ウォーキングマップ作成

・道の駅整備工事

・東海環状自動車道整備工事

・主要地方道　岐阜巣南大野線　道路改良工事

・道の駅に防災施設を整備し、地域の防災拠点とする。 ・道路(本庄下磯１号線)

・道の駅に備蓄倉庫を設置し、災害時及び非常時の防災機能の強化を図る。 ・公園(道の駅公園)

・道の駅に再生可能エネルギー発電施設を整備し、災害時及び非常時の防災強化を図る。 ・地域生活基盤施設（備蓄倉庫）

・地域生活基盤施設（観光交流センター）

［提案事業］

[関連事業]

・道の駅整備工事

・歩道整備により観光客や住民が安全に周遊、散策できる道路をつくる。 ・道路(本庄下磯１号線)

・歩道整備により児童が安全に登校できる道路をつくる。

・観光案内板を設置し、観光客に町内の観光拠点を紹介する。

・散策道路整備に合わせてガイドマップを作成し、観光客が安全に町内を散策できるルートを紹介する。

［提案事業］

・ウォーキング散策道整備

その他
○事業終了後にも継続して行う事業

方針に合致する主要な事業

・整備方針１（観光客及び地域住民の交流の場の創出による活力あるまちづくり） [基幹事業］

・整備方針２（防災機能の強化による安心・安全なまちづくり） ［基幹事業］

・整備方針３（周遊・散策路の整備による周遊性のある一体的なまちづくり） ［基幹事業］



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 大野町 直 250m 28 29 28 29 63 63 63 63

公園 大野町 直 5,000㎡ 28 29 28 29 218 218 218 218

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設(情報板）

地域生活基盤施設(地域防災施設） 大野町 直 － 30 30 30 30 3 3 3 3

高質空間形成施設（カラー舗装） 大野町 直 1,700ｍ R1 R1 R1 R1 12 12 12 12

高次都市施設(観光交流センター） 大野町 直 15,200㎡ 28 30 28 30 1,147 1,147 1,147 1147

高次都市施設(子育て支援センター） 大野町 直 357㎡ 29 30 29 30 104 104 104 104

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（高次都市施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,547 1,547 1,547 0 1,547 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

大野町 直 － R1 R1 R1 R1 3 3 3 3

合計 3 3 3 0 3 …B

合計(A+B) 1,550
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

岐阜県 国土交通省 - ○ 25 30 -

大野町 国土交通省 - ○ 28 28 -

大野町 岐阜県 - ○ 29 29 -

大野町 岐阜県 - ○ 29 29 -

岐阜県 国土交通省 L=120m ○ 24 28 -

国 国土交通省 - ○ 24 R1 -

合計 0

東海環状自動車道整備工事 下磯地内

ウォーキングルート整備

観光案内看板整備 下磯地内

主要地方道　岐阜巣南大野線　道路改良工事 下磯地内

事業期間
全体事業費

道の駅整備工事 下磯地内

ウォーキングマップ作成

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○）

まちづくり活
動推進事業

事業活用調
査

事業効果分析調査事業 大野町南部（２期）地区

交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

道の駅

連携生活拠点誘導施設

備蓄倉庫

五之里下磯1号線歩道整備

道の駅

交付期間内事業期間
細項目

本庄下磯1号線

道の駅公園

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 1,550 交付限度額 620 国費率 0.4



都市再生整備計画の区域

大野町南部地区（岐阜県大野町） 面積 490 ha 区域 大野町下磯の全部と、上磯、本庄、加納、郡家、五之里の一部

(主)岐阜関ヶ原線

一級河川根尾川

一級河川揖斐川

（仮称）大野・神戸IC

（都）大垣神戸大野線

(都）大野揖斐川線

大野町南部地区（490ha）
揖東中学校



道の駅の年間利用者数 （人/年） 0 （H２７年度） → 500,000 （Ｒ１年度）

防災拠点の住民満足度 （%） 9 （H２４年度） → 20 （Ｒ１年度）

バラまつり来訪者数 （人） 44,000 （H２７年度） → 80,000 （Ｒ１年度）

大野町南部（２期）地区（岐阜県大野町）　整備方針概要図

目標
大野町の観光拠点やアクセス条件を生かした交流の活性化による、活気と

魅力にあふれたまちづくり

代表的な

指標

一級河川揖斐川
一級河川根尾川

揖東中学校

大野南小学校

（都） 大野揖斐川線

（都）東海環状自動車道

（都） 大野池田線

（都） 大垣神戸大野線

（仮称）大野・神戸IC

■基幹事業 高質空間形成施設（カラー舗装）
五之里下磯１号線 歩道整備

□提案事業 事業活用調査
事業効果分析調査事業

■基幹事業 高次都市施設（観光交流センター）
道の駅

■基幹事業 地域生活基盤施設（地域防災施設）
備蓄倉庫

■基幹事業 公園
道の駅公園

大野町南部地区（490ha）

バラ公園

（主） 岐阜関ヶ原線

凡例

主要施設

地区界線

基幹事業施行位置

主要幹線道路

都市計画道路

○関連事業
主要地方道 岐阜巣南大野線 改良工事

○関連事業
・道の駅整備工事
・観光案内板
・ウォーキングルート整備

○関連事業
東海環状自動車道整備工事

■基幹事業 道路
本庄下磯１号線

■基幹事業 高次都市施設（子育て世代活動支援センター）
道の駅

※大野町全域未線引き地域

地籍調査区域：下磯Ⅳ地区

○関連事業
ガイドマップ作成
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